
まちの話題
第47回玉名駅伝大会で和水町が２連覇達成！
　１月15日日和水町体育館をスタートゴールとして第47回玉名駅伝大会が開催されました。
　選抜された８チームの玉名郡市内代表選手により、10区間41.5㎞のコースで白熱したレースが繰り広げられました。
　和水町チームは、２位に５分以上の差をつけ、見事２連覇を達成しました。

【順位】優勝　和水町（２時間17分51秒）　　準優勝　南関町　　３位　玉名市岱明
【最優秀選手賞】　坂本　華
【出場選手】　〇 区間賞
１区　　北原理一朗　　２区　〇坂本　　華　　３区　　石原　咲哉　　４区　〇椛島　将真　　５区　　吉田丈一郎
６区　〇柴尾　香澄　　７区　　庄山　秀一　　８区　〇内野　誠治　　９区　〇石川　洸心　　10区　〇池田　達哉

和水町チーム一同 最優秀選手賞を獲得した
坂本　華さん（中央団地）

第16回和水町親善駅伝大会　　～ 116人がタスキリレー ～
　２月５日日、第16回和水町親善駅伝大会が三加和公民館前を発着とし金栗四三生家付近を折返しとするコース（５区
間6.8㎞）で行われました。大会には、競技部門の分館対抗の部、職場・グループの部と一つの区間を二人で分けて走る
こともできるフレンドリー部門に計21チームが参加。当日は、晴天のもと、小学生から社会人まで116人が懸命の走りで
ゴールを目指しチームのタスキをリレーしました。上位の結果は次のとおりです。

【競技部門　分館対抗の部】
優勝　神尾　　　　　　　　　区間賞　１区　齊木壬一朗（やったるぜぃ）
２位　やったるぜぃ　　　　　　　　　２区　隈部　光映（菊水西）
３位　菊水西　　　　　　　　　　　　３区　荒木　宏太（神尾）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４区　内野　誠治（神尾）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５区　髙木　大輔（やったるぜぃ）

【競技部門　職場・グループの部】
優勝　金栗PROJECT  Ｇ　　区間賞　１区　北原　汰一（金栗PROJECT　Ｇ）
２位　金栗PROJECT  Ａ　　　　　　２区　北原　幸典（金栗PROJECT　Ｄ）
３位　金栗PROJECT  Ｅ　　　　　　３区　池田　達哉（金栗PROJECT　Ｇ）
　　　　　　　　　　  　　　　　　　４区　津留健太郎（金栗PROJECT　Ｅ）
　　　　　　　　　　  　　　　　　　５区　石原　悟稀（金栗PROJECT　Ｇ）

【フレンドリー部門】  
優勝　チーム「ナカミチ」　　　　（区間賞の表彰はなし。）
２位　和水ドリームス
３位　清風苑

町からのお知らせ町からのお知らせ
令和５年４月１日から
下水道・浄化槽・簡易水道事業を公営企業会計に移行します

問　建設課　上下水道係　☎0968・86・5726

　本町の下水道事業、浄化槽事業、簡易水道事業は、持続的で安定的な事業運営のため、地方公営企
業法の一部（財務規程等）を適用します。
　それに伴い、これまでの「官庁会計（単式簿記、現金主義）から「公営企業会計（複式簿記、発生
主義）」へ移行することとなりました。
　また、地方公営企業法の適用は、主に会計方式の変更となりますので、使用者の皆さんに直接的な
影響はありませんが、事業口座の変更により、口座振替払いの通帳印字が、それぞれ「ナゴミマチゲ
スイ」、「ナゴミマチカンスイ」に変更になります。

簡易水道使用料のメーター使用料が変わります
　令和５年４月１日から、メーター使用料が下表のとおり変更になります。
　使用者の皆様には多大なるご負担をお掛けしますが、安心・安全な水の供給を図るため、ご理解と
ご協力のほどよろしくお願いします。

・�使用料金は、基本料金、超過料金、メーター使用料の合計額（10円未満切捨て）となります。
・この料金表は、改正条例の施行日（令和５年４月１日）から適用されます。

会計移行に伴う主な変更点

項　目 特別会計（これまで） 公営企業会計（これから）

会計名
・下水道事業特別会計
特定地域生活排水処理事業特別会計 ・下水道事業会計

・簡易水道事業特別会計 ・簡易水道事業会計

予算について 収入を歳入、支出を歳出として予算計上
し会計・整理

損益取引の収支と資本取引の収支に分け
て、それぞれ予算計上して会計・整理

経理方法・方式 現金主義による単式簿記 発生主義による複式簿記

資産管理 各財産台帳で管理 資産台帳（減価償却）により管理

出納整理期間 翌年度（４月１日から５月31日）の間に
当該年度の収支を確定させ決算を行う

年度末（３月31日）における収支が確定
後、直ちに決算を行う

法適用に伴う効果

項　目

経営状況の明確化 損益取引と資本取引に区分して経理するので、経営状況等が明確になり、その
分析を通じて将来の経営計画等が策定できる利点があります。

適正な財産管理
財政状況を明らかにするため、すべての資産、資本及び負債の増減及び異動を、
その発生の事実に基づき一定の評価基準に従って整理するので、老朽化対策な
どの適切な対応と資金調達の必要性が明確にできます。

１月あたり
メーター口径

Ｒ５.３月請求分まで
(税込み）

Ｒ５.４月請求分から
(税込み）

20㎜未満 50円 55円

20㎜以上30㎜未満 150円 165円

30㎜以上 300円 330円
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